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 Although the number of people under the absolute poverty line has been 
dramatically reduced, there are still various challenges in poverty reduction.  Inequality is 
growing in many middle income countries.  The very poor people in some middle income 
countries are poorer than those in low income countries.  The international society has to pay 
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more attention to them.  Many low income countries have succeeded in poverty reduction but 
not in economic growth since mid-1990s.  In those countries, the ratio of the income of the 
bottom decile to the national average is getting closer to one-to-three, where most developing 
countries cannot go beyond that ratio.  The low income countries needs pro-poor growth to 
maintain successful poverty reduction. 
 The poor in rich countries and the rich in poor (middle income) countries are getting 
overlapped.  Country-to-country development assistance could be less reasonable if the 
overlap become larger.  The innovative schemes of development financing have various 
possibilities of additional financial mobilization.  But more importantly, some of them 
























 冷戦終結以降の 20 年間で、1990 年代後半のアジア通貨危機、2008 年以降現在に至るリーマン
ショックから欧州債務危機を経験しつつも、新興国を中心とした途上国の経済は発展を続け、こ
の数年は世界経済全体をも牽引している状況にまでなった。中国、インドの成長が際立っている
が、2000 年代に入ってからの 10 年間で 31 カ国が低所得国から中所得国入りを果たすなど、BRICS
以外にも「成長する途上国」が多数出現していることも注目される（図１）。人口規模の面から見
ると、大国である中国とインドがそれぞれ高位中所得国と低位中所得国になったことにより、概






   出所: World Bank 2011, How we classify countries? 及び World Development Indicators 2011 から計算 
 





















































































































































                                                  
1 人間の開発指標は保健、教育、所得の３指標について世界最高値を 1、最低値を 0として達成度を計算し、三
分野の達成度の幾何平均により求められる。導入当初は基準値（最高値、最低値）が年毎に変化したため調査時
点での相対的な指標であったが、1994 年から基準値を固定して経年比較を可能とした。2011 年報告書の指標は、

































図３．人間の開発指標と所得水準の変化（1990 年から 2010 年の変化） 
 
 出所：UNDP Human Development Report 2011 と World Development Indicators のデータから計算 
 注釈：矢印の始点が 1990 年、終点が 2010 年のデータであり、矢印の長さが 20 年間の変化を表す。 





 格差問題が貧困問題の本質を形成していることは間違いない。もしほとんどの人が 1 日 1 ドル
の収入しかなく、ほとんどの人が 40 歳前後で寿命が尽きたとしても、それが世界中の誰にでも一
般的に生起することであれば、それは問題と認識されることはない。逆に 1日 10 ドル以上の収入
があっても、他人との比較で尊厳が保たれない場合には、それは格差として大きな問題になる。
20 世紀を通じて工業国における資本主義経済は労働賃金率の上昇、福祉国家的な政策により社会
                                                                                                                                                            






































































































































GDP per Capita, PPP Dollars (2005 constant)
















図４．ジニ係数と所得水準の変化（1990 年代から 2000 年代2への変化） 
 
  出所：World Development Indicators、OECD 諸国のジニ係数は OECD Growing Inequality のデータを使用 
 
                                                  
2 ジニ係数は、1990 年代（1990〜1999 年）、2000 年代（2000〜2009 年）でデータの得られる年のみの平均値と
した。一人当たり GDP（購買力平価、2005 年価格）は、それぞれ 10 年分の平均値とした。OECD 諸国のジニ係数は
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の所得と国全体の所得の関係5を見ると、HIPC イニシアティヴ対象国でない 56 ヶ国については経
                                                  









5 1990 年代中旬（1993 年から 1997 年平均）から 2000 年代中旬（2003 年から 2007 年平均）までの 10
年間の貧困層の所得（第１十分位の平均所得）と国全体の平均所得（人口一人あたり GDP）の関係につ
いて、人口 100 万人以上の国からデータが得られる 80 ヶ国について変化を図化した。最下十分位の所
得水準は、人口一人当たり GDP（購買力平価）と最下十分位の階級別配分率の積により算出した。 
 









図５．途上国における PRO-POOR GROWTH（1993-97 平均から 2003/07 平均への変化）6 
           (a) ベクトル図              (b) ベクトル分布図 
    
 出所：World Bank, World Development Indicators 
 注：人口百万人以上の開発途上国を対象に、対象期間のデータがある国について表示した。ベクトル図は対数 
   目盛のためベクトルの長さが当該１０年間の変化率を示す。45 度線に平行に変化する場合、経済成長率と 
   最下十分位の所得向上率が同率であることが示される。 
 







                                                  
6 本分析での変化率を回帰分析すると、「第 1十分位所得向上率＝1.16×人口一人当り経済成長率」、
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10 十分位（最も所得の高い層）の所得変化を横軸におくと、HIPC イニシアティヴ対象国 24 ヶ国
のうち 12 か国において第 10 十分位の所得が低下している（図６）。これまでは不平等を是正する
プロセスとして評価できる発展も、持続性や安定性の面で問題があると言わざるを得ない。 
 
図６．第 10 十分位と第 1 十分位の所得変化（1993-97 平均から 2003‐07 平均への変化） 
















































































  出所：World Development Indicators のデータから計算。日本の階級配分率は厚生労働省（2008） 












































































































































































































































































































































































































































































○：国平均 人口一人・一日当たり家計最終消費支出額（2005 年購買力平価ドル） 
ボックス上辺：最上（第 10）十分位平均、 ボックス下辺：最低（第１）十分位平均 
ボックス内線：上から 第 9十分位平均、第 4五分位平均、第３五分位平均、第 2 五分位平均、第 2十分位平均 
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